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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月25日(2011.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
バッテリーデバイスであって、
　該バッテリーデバイスの第１表面を規定するカソード集電体と、
　複数の孔を規定する構造体を形成する繊維状カソードであって、該繊維状カソードの第
１部分は、該カソード集電体と接触している、繊維状カソードと、
　該繊維状カソードを形成する線維の実質的に均一なカバーを提供するために該繊維状カ
ソード上に電着されたポリマーであって、該ポリマーは、電解質である、ポリマーと、
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　該複数の孔内に配置されかつ該ポリマーによって該繊維状カソードから分離された複数
のアノード粒子と、
　該バッテリーデバイスの第２表面を規定するアノード集電体と
を含む、バッテリーデバイス。
【請求項２】
前記繊維状カソードは、セラミック繊維の電気紡糸メッシュである、請求項１に記載のバ
ッテリーデバイス。
【請求項３】
前記セラミック繊維は、約５０ｎｍと１，０００ｎｍとの間の厚みを有する、請求項２に
記載のバッテリーデバイス。
【請求項４】
前記繊維状カソードは、電気的に一様にしたメッシュを提供するために、実質的な繊維間
接触を示す、請求項１に記載のバッテリーデバイス。
【請求項５】
前記バッテリーは、リチウムベースのバッテリーデバイスである、請求項１に記載のバッ
テリーデバイス。
【請求項６】
前記繊維状カソードは、ＬｉＮｉ０．７Ｃｏ０．３Ｏ２繊維から形成される、請求項１に
記載のバッテリーデバイス。
【請求項７】
前記複数のアノード粒子は、カーボンナノ粒子を含む、請求項１に記載のバッテリーデバ
イス。
【請求項８】
前記ポリマーは、ポリ（フェニレンジアミン）を含む、請求項１に記載のバッテリーデバ
イス。
【請求項９】
前記ポリ（フェニレンジアミン）は、電着後に液体電解質溶液に曝される、請求項８に記
載のバッテリーデバイス。
【請求項１０】
前記繊維状カソードを形成する前記繊維は、約５ｎｍ～約１００ｎｍの前記ポリマーで覆
われている、請求項１に記載のバッテリーデバイス。
【請求項１１】
バッテリーデバイスであって、
　該バッテリーデバイスの第１表面を規定するアノード集電体と、
　複数の孔を規定する構造体を形成する繊維状アノードであって、該繊維状アノードの第
１部分は、該アノード集電体と接触している、繊維状アノードと、
　該繊維状アノードを形成する繊維の実質的に均一なカバーを提供するために該繊維状ア
ノード上に電着されたポリマーであって、該ポリマーは電解質である、ポリマーと、
　該複数の孔内に配置されかつ該ポリマーによって該繊維状アノードから分離された、カ
ソード粒状物と、
　該バッテリーデバイスの第２表面を規定するカソード集電体と
を含む、バッテリーデバイス。
【請求項１２】
前記繊維状アノードは、繊維の電気紡糸メッシュである、請求項１１に記載のバッテリー
デバイス。
【請求項１３】
前記繊維は、約５０ｎｍと１，０００ｎｍとの間の厚みを有する、請求項１２に記載のバ
ッテリーデバイス。
【請求項１４】
前記繊維状アノードは、電気的に一様にしたメッシュを提供するために実質的な繊維間接



(3) JP 2008-181879 A5 2011.3.17

触を示す、請求項１１に記載のバッテリーデバイス。
【請求項１５】
前記バッテリーは、リチウムベースのバッテリーデバイスである、請求項１１に記載のバ
ッテリーデバイス。
【請求項１６】
前記繊維状アノードは、熱分解された電気紡糸カーボン繊維から形成される、請求項１１
に記載のバッテリーデバイス。
【請求項１７】
前記カソード粒状物は、セラミックナノ粒子を含む、請求項１１に記載のバッテリーデバ
イス。
【請求項１８】
前記カソード粒状物は、ゾル－ゲル技術によって前記複数の孔内に形成されたセラミック
粒状物を含む、請求項１１に記載のバッテリーデバイス。
【請求項１９】
前記ポリマーは、ポリ（フェニレンジアミン）を含む、請求項１１に記載のバッテリーデ
バイス。
【請求項２０】
前記ポリ（フェニレンジアミン）は、電着後に液体電解質溶液に曝される、請求項１９に
記載のバッテリーデバイス。
【請求項２１】
前記繊維状アノードを形成する前記繊維は、約５ｎｍ～約１００ｎｍの前記ポリマーで覆
われている、請求項１１に記載のバッテリーデバイス。
【請求項２２】
バッテリー構造体を形成するための方法であって、該方法は、
　接着剤を第１集電体に付与することと、
　該接着剤上に繊維を電気紡糸して、溶融繊維および複数の孔を有するメッシュを形成す
ることと、
　該メッシュの上にポリマーを電着させて、該溶融繊維の外側表面に被覆を提供すること
と、
　電極粒状物を該複数の孔に浸潤させることであって、該溶融繊維の外側表面上の被覆は
、該電極粒状物と該溶融繊維との間の直接接触を妨げる、ことと
を包含する、方法。
【請求項２３】
第２集電体が、前記バッテリー構造体の前記第１集電体とは反対側に取り付けられている
、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
繊維を電気紡糸することは、カーボン繊維を電気紡糸し、その後、該カーボン繊維を熱分
解して、溶融繊維および複数の孔を有する前記メッシュを形成することを包含する、請求
項２２に記載の方法。
【請求項２５】
剛性支持体が、熱分解の間に前記カーボン繊維の上下に配置される、請求項２４に記載の
方法。
【請求項２６】
熱分解が、約５００℃と２５００℃との間の温度で生じる、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
前記ポリマーを、約０．１ｍＭと約１．０Ｍとの間の範囲の濃度のモノマーを含む溶液か
ら電着することをさらに包含する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
前記メッシュを横切ってパルス状電圧を印加して、前記ポリマーを電着することをさらに
包含する、請求項２７に記載の方法。
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【請求項２９】
前記繊維を電気紡糸することは、セラミック繊維の前駆物質を電気紡糸し、その後、該前
駆物質繊維を熱分解して、前記メッシュを形成しているセラミック繊維を得ることを包含
する、請求項２２に記載の方法。
【請求項３０】
約５００℃と２５００℃との間の温度で前記セラミック繊維を熱分解することをさらに包
含する、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
前記電極粒状物を前記複数の孔に浸潤することは、該電極粒状物を含む溶液を前記メッシ
ュに適用することを包含する、請求項２２に記載の方法。
【請求項３２】
前記電極粒状物は、ナノサイズにした電極物質の粒子を含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
前記電極粒状物を前記複数の孔に浸潤することは、前記電極粒状物を形成するための要素
を含む溶液を、前記メッシュに適用することと、該溶液を反応させて、該複数の孔内に該
電極粒状物を形成することとを包含する、請求項２２に記載の方法。
【請求項３４】
前記バッテリー構造体を液体電解質溶液に浸漬することをさらに包含する、請求項２３に
記載の方法。
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